
２０２３年 スローガン

　平素より、公益社団法人山形青年会議所の活動に対

し、深いご理解と温かいご支援を賜り、心より御礼申

し上げます。私は、第６８代理事長を務めます阿部則

裕と申します。本年１年間どうぞよろしくお願い致し

ます。

　２０２０年より本格化しました新型コロナウイルス

の感染拡大は、２０２３年を迎えた今も収束の兆しが

見えない状況が続いています。しかしながら、市民の

ニーズは従前の自粛傾向から、感染対策を行った上で

の実施という方向に転換しており、ｗｉｔｈコロナ、ａ

ｆｔｅｒコロナにおける新しい生活スタイルの構築が

求められています。また、深刻な物価高や頻発する自

然災害など、地域が抱える課題は山積しています。

　そのような中、昨年度山形青年会議所は、自由と多

様性溢れる、明るい豊かなやまがたの実現に向けて、

汲めども尽きぬ情熱を胸にメンバー一丸となって活動

を展開してまいりました。

　２０２３年度山形青年会議所は、「Ｂｅｙｏｎｄ ｄ

ｒｅａｍｓ　～踏み出すその一歩が道となる～」をス

ローガンとしております。先行きの見えない時代だか

らこそ、メンバー一人ひとりが、地域のために何がで

きるか真摯に向き合い、「理想のやまがた」を夢に描き、

そして、それを夢物語に終わらせることなく、夢のそ

の先に向けて一歩踏み出し、「明るい豊かな社会」に

向かう道を切り拓いてまいります。

　まずは、夏の風物詩となりました山形大花火大会に

つきましては、花火大会を開催する意義を改めて問い

直すとともに、市民の皆様のニーズに真摯に向き合い
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ながら、前例に囚われることなく、市民の皆様が真に

求める、やまがたに夢を馳せることのできるような花

火大会を開催し、地域の活性化を図るとともに、やま

がたの魅力を力強く発信してまいります。

　また、次世代育成事業としまして、私たちは、コロ

ナ下において様々な体験や交流の機会を奪われた子ど

もたちに対し、未知の体験をすることの喜びや、交流

することの喜び、そして、このやまがたに住み暮らす

ことの喜びを実感できる機会を提供し、子どもたちが、

安心してこのやまがたの将来に夢を描けるような事業

を構築致します。

　そして、地域の皆様の信頼に即した組織運営を行い、

多様化する地域のニーズに応えるために、我々は、法

令遵守や公正な意思決定、個々の会員による青年経済

人として相応しい行動の徹底を図り、盤石な組織運営

を行います。また、多様なスキルやバックグラウンド

を持つ仲間を募り、同じ志の下、共に夢を語り、切磋

琢磨することで、組織の強化と多様化、個々の会員の

資質の向上を図ります。さらに、我々の有する、世代

や国籍をも超えたネットワークを強化して、複雑化す

る地域課題の解決に取り組みます。

　困難な時代ですが、それは同時に旧来の常識を見直

す好機ともいえます。困難な時代から革新を生み出し、

更にそれを飛躍へと導くべく、我々は失敗をおそれず

挑戦してまいります。

　つきましては、これまで同様、ご指導ご鞭撻を賜り

ますよう本年もよろしくお願い申し上げます。

ご 挨 拶

阿 部 則 裕公益社団法人山形青年会議所
２０２３年度  第６８代理事長
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（２）２０２３年２月２８日 No .３0９

１ 地域活性グループ　●花火大会特別委員会

　　様々な状況に適応した山形大花火大会の開催を通して、やまがたに住み暮らす人々が個々人に活力が満ち溢れることで、
　地域の魅力と愛郷心が高まり「市民が心豊かに暮らせる社会」を実現します。

２ 組織強化グループ　●会員拡大委員会　●資質向上委員会

　　社会情勢に応じた拡大活動を通して、同じ志を持つ仲間と力を合わせ、一人ひとりが能動的な姿勢で地域を担うリー
　ダーとなり、より強い組織体制が生み出され「地域を牽引し未来を描く多様性あふれる組織」を実現します。

３ 持続可能な社会創生グループ　●未来創造委員会

　　歴史や文化、自然、産業などのやまがたの魅力溢れる価値を発見して、やまがたに住み暮らすことの喜びや挑戦する
　ことの喜びを抱きながら、やまがたに安心して夢を描くことのできる「子どもの希望を育む地域社会」を実現します。

４ 交流支援グループ　●会員交流委員会

　　様々な国や地域、世代の人々と交流することで得られる知識や経験、メンバー間の活発な交流によってメンバー一人
　ひとりが多角的視野を手に入れ、率先して異文化交流を行える「多様性を互いに尊重し合えるまちやまがた」を実現します。

５ LOM 運営グループ　●総務広報委員会　●事務局　●財政審査局

　　活発でかつ公正な意思決定過程を確保し、青年経済人としての社会常識に基づき行動しながら、時流 の変化を捉え環
　境変化に順応した「地域社会や市民の皆様の信頼を基盤とする盤石な組織」を実現します。

２０２３年度 各委員会事業説明

２０２３年度 会員拡大ＬＰ紹介

　新型コロナウイルス感染拡大による制限も緩和されつつある今、私たちはより一層地域社会と
一体となり複雑化する社会問題に目を向け解決する希望となるべく、多種多様な人材を迎え入れ
盤石な組織を創り上げる必要があります。これまでの伝統を踏襲しながらも、刻々と変化する時
代に合わせ、ＬＯＭ一丸となり、同じ志を持つ多くの仲間で未来を描いていきましょう！

　皆様からの新入会員候補者情報のご提供を改めてお願い申し上げます。

鈴 木 健 博 松 田 卓 也

会員交流委員会
委員長

総務広報委員会
委員長

　１月３０日に１月例会新春賀詞交歓会
式典並びに祝賀会を開催いたしました。
当日は佐藤孝弘市長はじめご来賓の皆様、
東北地区協議会会長高橋隆太君をはじめ
多くの来訪ＪＣの皆様、そして山形ＪＣ
シニアクラブ鈴木浩司会長をはじめとす
る多くの先輩諸氏にご参加いただき、コ
ロナ以前のように盛大な賀詞交歓会を執
り行うことができました。阿部理事長挨
拶にもあったように全メンバーが「Ｂｅ
ｙｏｎｄ ｄｒｅａｍ　～踏み出すその
一歩が道となる～」を胸に 1 年間ＪＣ活
動に邁進していきます。ご参加いただき
誠にありがとうございました。

　過日１月１９日（木）から１月２
２日（日）の日程で、２０２３年度
京都会議が開催され、山形青年会
議所メンバー４５名で参加してま
いりました。日本青年会議所第７
２代会頭麻生将豊君の所信表明で
は青年会議所はこれからも自分た
ちの夢を真剣に語り合い、それを
実現するために仲間や、様々な団
体と協力し、覚悟を持って実現し
ていかなくてはならいないという
力強いお言葉を頂戴しました。私
たちも夢に向かって全力で邁進で
きる団体を目指し日々精進して参
りたいと思います。

新春賀詞交歓会式典御礼 京都会議報告

ＪＣＩ四維との交流事業並びに姉妹締結延長調印式のご報告

　本年１５周年を迎えたＪＣＩ台湾四維との姉妹締結を無事に台湾の地にて延
長締結することができました。ＪＣＩ山形からは６名のメンバーで現地に赴き、3
年ぶりの密な交流を行うことができました。これもひとえに、敬愛してやまない山形ＪＣシニアクラブメンバーの
先輩が紡いでこられた歴史があったからです。これからも多くのメンバーがこの国際の機会を積極的に活用し自己
成長に繋げていきたいと思います。そして、先輩諸氏が築いてこられた友情関係を今後も続けて参ります。
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２０２３年度 正副常任理事監事紹介

２０２３年度 委員長・部会長 紹介

理事長

阿 部  則 裕

直前理事長

吉 田  昌 平

特別顧問

三 浦  真 守

特別顧問・監事

岩 田  雄 治

監　事

奥 山  竜 士

監　事

半 田  直 樹

地域活性グループ

副理事長

浦 口  陽 平

交流支援グループ

副理事長

髙 橋  慶 多

持続可能な社会創生グループ

副理事長

田 村  貴 史

組織強化グループ

副理事長

髙 橋  将 史

LOM 運営グループ

専務理事

中 嶋  康 博

花火大会特別委員会

特別委員長

白 田  圭 一

組織強化グループ

常任理事

畑 　 秀 生

組織強化グループ

常任理事

吉 田  英 二

持続可能な社会創生グループ

常任理事

平 原  万 匡

交流支援グループ

常任理事

庄 司  里 沙

LOM 運営グループ

常任理事

浦 山 　 高

会員拡大委員会

委員長

安 藤  裕 紀

資質向上委員会

委員長

林 　 勝 俊

未来創造委員会

委員長

黒 金 　 一

会員交流委員会

委員長

鈴 木  健 博

総務広報委員会

委員長

松 田  卓 也

花火大会特別委員会

部会長

加 藤  竜 太

花火大会特別委員会

部会長

工 藤  和 哉

花火大会特別委員会

部会長

今 野  雄 貴

花火大会特別委員会

部会長

鈴 木  壱 幸

花火大会特別委員会

本部長

岡 崎  彌 門

財政審査局

局長

布 施  翔 太
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編集後記
　日頃より山形青年会議所の運動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。
本年、山形青年会議所は阿部理事長の下、「Ｂｅｙｏｎｄ ｄｒｅａｍｓ　～踏み出すその一歩が道とな
る～」をスローガンに掲げ、新しい一年がスタートしました。これもひとえに関係諸団体の皆様や多く
の市民の皆様、そして、山形ＪＣシニアクラブの先輩諸氏の皆様のご理解とご協力の賜物と、厚く御礼
を申し上げます。
　コロナ禍前の生活に戻りつつある中で、山形青年会議所は、今年度も明るい豊かな社会の実現に向けて、
青年らしく情熱を焦がし様々な運動を展開して参ります。一年間、何卒よろしくお願い申し上げます。

　全国大会運営会議に委員で出向させて頂くことになりました。今年の全国大会は東京の地で開催
されます。ＪＣＩ日本のメイン事業でもある全国大会の運営に携わることにより多くの学びと経験
を得てＬＯＭに反映できるよう尽力して参ります。宜しくお願い致します。

　本年度、広域組織連携委員会に副委員長として出向させて頂くことになりました。当委員会は、「組
織と組織を結ぶ高速連携システムの確立」を目指し、それぞれのブロック協議会とより親密な関係
づくり、東北地区の発展に務めて参ります。東北地区協議会スローガン「ＬＩＮＫ」の元、多くの方々
と連携し 1 年間精一杯活動を行い、自分自身の成長と、経験や学んだことをＬＯＭへ還元出来るよ
うに進んで参りますので、どうぞ宜しくお願い致します。

　本年度、山形ブロック協議会会長として出向させていただく三浦真守です。本年度は「共存共栄
　魅力の融合と創造～夢と笑顔溢れる「やまがた」の実現に向けて～」をスローガンに掲げ、県内各
地の青年会議所メンバーの皆様とともに、様々な運動を力強く実施してまいります。ＪＣＩ山形か
ら２期連続でのブロック会長輩出という背景もあり、しっかりと県内各地会員会議所と連携し、事
業を堅実に展開できるよう邁進していく所存であります。

【公益社団法人 日本青年会議所】

【公益社団法人 日本青年会議所 東北地区協議会】

【公益社団法人 日本青年会議所 東北地区 山形ブロック協議会】

㈱ジェック

勤 務 先

渉外委員会
委員

入会年度 / 令和３年

佐藤 翔太

㈱大久保硝子店

勤 務 先

広域組織連携委員会
副委員長

入会年度 / 令和元年

大久保 徳朗

㈲ＨＬＰ

勤 務 先

会長

入会年度 / 平成 25 年

三浦 真守

㈲ＨＬＰ

勤 務 先

副会長

入会年度 / 平成 25 年

三浦 真守

㈱三和フードサービス

勤 務 先

国際アカデミー委員会
委員

入会年度 / 平成 30 年

浦口 陽平

社会福祉法人敬寿会

勤 務 先

国際アカデミー委員会
委員

入会年度 / 令和４年

金澤 康裕

㈱山形企業

勤 務 先

全国大会運営会議
委員

入会年度 / 令和３年

鹿野 六月

黒澤建設工業㈱

勤 務 先

広域組織連携委員会
委員

入会年度 / 令和３年

鈴木 知浩

㈱サンセットスタジオ

勤 務 先

東北青年フォーラム運営委員会
委員

入会年度 / 令和４年

丹野 ふみ

山形資源㈱

勤 務 先

東北青年フォーラム運営委員会
委員

入会年度 / 令和元年

庄司 里沙

ジブラルタ生命保険㈱

勤 務 先

運営専務

入会年度 / 平成 25 年

奥山 竜士

㈱Kapi l i -Na

勤 務 先

ＬＯＭ支援委員会
委員長

入会年度 / 令和元年

平原 万匡

㈱ジャパン保険企画

勤 務 先

ＬＯＭ支援委員会
総括幹事

入会年度 / 令和 3 年

杉山 達哉

㈱マルイアミューズメント

勤 務 先

ＬＯＭ支援委員会
委員

入会年度 / 令和４年

井上 智陽

進和ラベル印刷㈱

勤 務 先

ＬＯＭ支援委員会
委員

入会年度 / 令和元年

晋道 勇一

㈱丸勘山形青果市場

勤 務 先

アカデミー委員会
委員

入会年度 / 令和４年

佐藤 雄亮

㈱滝口電気

勤 務 先

アカデミー委員会
委員

入会年度 / 令和４年

滝口 佳一

㈱布施

勤 務 先

規則・財政局
局長

入会年度 / 平成 27 年

布施 翔太

ヤマリョー㈱

勤 務 先

アカデミー委員会
委員

入会年度 / 令和４年

山田　 祐

㈱吉田段ボール

勤 務 先

規則・財政局
総括幹事

入会年度 / 平成 30 年

吉田 英二

八千代交通㈱

勤 務 先

事務局長

入会年度 / 令和 3 年

石川 卓磨

㈱FAB３

勤 務 先

事務局補佐

入会年度 / 令和４年

櫻井 修平

社会保険労務士法人 経友会

勤 務 先

事務局補佐

入会年度 / 令和３年

中嶋 英統

出 向 者 紹 介

㈱高橋陶商

勤 務 先

グローバルピース委員会
総括幹事補佐

入会年度 / 平成 25 年

髙橋 将史

遠藤設備建設㈱

勤 務 先

全国大会運営会議
委員

入会年度 / 平成 30 年

髙橋 慶多

㈱城西電工

勤 務 先

直前会長

入会年度 / 平成 22 年

岩田 雄治
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